
な
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
川

越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定

の
参
考
に
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

発
送
日
…
10
月
25
日
斥

締
め
切
り
日
…
11
月
９
日
昔

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
計
画

担
当
・
℡
内
線
２
５
６
３

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

川
越
税
務
署
で
は
、
平
成
十
九

年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を
、
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

正
し
い
年
末
調
整
を
行
う
た

め
、
給
与
な
ど
の
支
払
者
は
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
…
11
月
19
日
席
、
午
後
２
時

〜
４
時

会
場
…
市
民
会
館

＊
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
来
場
に

は
な
る
べ
く
電
車
・
バ
ス
な
ど
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
川
越
税
務
署
・
℡

２
３
５-

９
４
２
０

年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
忘
れ
ず
に

平
成
十
九
年
中
に
納
め
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
た
り
、
家
族
の
た

め
に
納
め
た
り
し
た
保
険
料
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
越
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
証
明
書
が
必
要
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に

は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
納
付
し
た
保
険
料
を
証

明
す
る
た
め
に
は
、
領
収
書
ま
た

は
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
は
、
社
会
保
険

庁
が
発
行
し
ま
す
。
十
月
一
日
ま

で
に
納
付
し
た
方
は
、
十
一
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
後

に
納
付
し
た
方
は
、
来
年
二
月
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
、
必
ず
控
除
証
明
書
や

領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
℡
内
線
２
４
６
５

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
統
計
局
で
は
、
十
一
月

に
「
全
国
物
価
統
計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
物
価

対
策
や
各
種
行
政
施
策
を
立
案
す

る
際
の
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
、
国
の
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

対
象
の
店
舗
へ
は
、
十
一
月
上

後期高齢者医療制度
地区説明会を開催します

来年４月から始まる後期高齢者医療制度についての、説明会

を開催します。当日直接会場にお越しください。

開催日程

対象
①後期高齢者医療の対象者（75歳以上および一定の障害のある

65歳以上の方。現在の老人保健受給者は全員該当します）と

その家族

②後期高齢者医療制度に関心のある方

問い合わせ…医療助成課老人医療担当・℡内線3834

問
い
合
わ
せ
…
情
報
統
計
課
統
計

担
当
・
℡
内
線
２
２
６
４

介
護
保
険
に
関
す
る

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
無
作
為
に
選
出

し
た
七
千
五
百
人
に
郵
送
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
来
年
度
新
た

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
県
知
事
任

命
の
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
主
な

商
品
の
販
売
価
格
な
ど
に
つ
い
て

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

（
一
部
の
店
舗
は
、
市
職
員
が
調

査
し
ま
す
）。

な
お
、
調
査
事
項
は
統
計
作
成

の
み
に
使
用
さ
れ
、
他
の
目
的
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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期日 時間（予定） 会場 定員（人）

11月11日隻
午前10時～11時30分 高階公民館 80

午後 ２時～３時30分 霞ケ関公民館 120

午前10時～11時30分
クラッセ川越

200
11月18日隻 多目的ホール

午後 ２時～３時30分 伊勢原公民館 100

11月25日隻
午前10時～11時30分 古谷公民館 80

午後 ２時～３時30分 南古谷公民館 80

午前10時～11時30分 芳野公民館 30
12月 ２日隻

午後 ２時～３時30分
中央図書館

100
視聴覚ホール

12月 ９日隻
午前10時～11時30分 福原公民館 80

午後 ２時～３時30分 大東公民館 50

12月16日隻
午前10時～11時30分 名細公民館 50

午後 ２時～３時30分 山田公民館 40



老
齢
基
礎
年
金
と

障
害
基
礎
年
金
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
に

は
？

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に

請
求
し
て
受
け
る
年
金
を
、
老
齢

基
礎
年
金
と
い
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
次
の
期
間
の
合
計
が
最

低
二
十
五
年
間
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
②
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除

や
一
部
免
除
・
学
生
納
付
特

例
・
若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け

た
期
間

③
第
三
号
被
保
険
者
期
間

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入

期
間

⑤
国
民
年
金
の
任
意
対
象
期
間
の

う
ち
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間

⑥
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
を
受

け
た
期
間

受
給
の
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始

は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
す
。
繰
り
上
げ
受
給
を
希
望
す

る
と
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
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で
の
間
に
、
請
求
時
の
年
（
月
）

齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
り
下
げ
受
給
を
希
望
す
る
場

合
は
、
六
十
六
歳
以
降
に
請
求
時

の
年
（
月
）
齢
に
応
じ
て
増
額
し

た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。繰

り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
は

老
齢
基
礎
年
金
を
選
択
し
た
こ
と

に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
・
寡
婦

年
金
の
請
求
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
。
繰
り
上
げ
請
求
・
繰
り
下
げ

請
求
共
に
、
一
度
決
ま
っ
た
年
金

額
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
請
求

の
際
は
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

年
金
額

す
べ
て
の
加
入
可
能
年
数
（
四

十
年
間
）
を
納
め
て
六
十
五
歳
か

ら
受
給
す
る
と
、
平
成
十
九
年
度

の
額
で
七
十
九
万
二
千
百
円
で

す
。

請
求
す
る
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
「
第
一
号
被
保
険

者
期
間
」
の
み
の
方
は
、
市
民
課

（
本
庁
舎
一
階
）
・
出
張
所
・
連

絡
所
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
期

間
ま
た
は
、
国
民
年
金
の
「
第
三

号
被
保
険
者
期
間
」が
あ
る
方
は
、

川
越
社
会
保
険
事
務
所
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
基
礎
年
金
を
ご
存
じ
で
す

か
？

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
間
に
病
気
や
け

が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
一

定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
要
件

①
障
害
の
も
と
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
で
初
め
て
医
療
機
関
を
受

診
し
た
日
（
初
診
日
）
の
前
日

に
お
い
て
、
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間

と
免
除
期
間
と
を
合
算
し
た
期

間
が
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ
と

②
初
診
日
が
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
以
前
の
場
合
は
①
の

要
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
、
初

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

障
害
の
認
定

裁
定
請
求
書
に
添
付
す
る
診
断

書
な
ど
を
基
に
、
障
害
と
な
っ
た

病
気
な
ど
の
初
診
日
か
ら
一
年
六

か
月
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
、
そ

の
前
に
症
状
が
固
定
し
た
場
合
は

そ
の
日
（
障
害
認
定
日
）
に
、
障

害
の
程
度
が
国
民
年
金
法
障
害
等

級
表
の
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
当

す
る
状
態
に
あ
る
場
合
に
認
定
さ

れ
ま
す
。

二
十
歳
前
の
障
害

二
十
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

（
障
害
認
定
日
が
二
十
歳
以
降
と

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
障
害
認
定

日
）
に
障
害
の
程
度
が
国
民
年
金

法
障
害
等
級
表
の
一
級
ま
た
は
二

級
に
該
当
す
れ
ば
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

年
金
を
受
け
る
本
人
に
一
定
の
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
年

金
の
一
部
ま
た
は
、
全
額
が
支
給

停
止
に
な
り
ま
す
。

事
後
重
症
の
年
金

障
害
認
定
日
に
障
害
の
程
度
が

国
民
年
金
法
障
害
等
級
表
の
一
級

ま
た
は
二
級
に
該
当
し
な
か
っ
た

た
め
、
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
が
、
そ
の
後
六
十
五
歳

に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
二
級

以
上
に
該
当
し
た
と
き
は
、
請
求

を
行
っ
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
事
後
重
症
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳

に
達
す
る
前
に
請
求
し
な
い
と
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
額
…
一
級
＝
九
十
九
万
百
円

▼
二
級
＝
七
十
九
万
二
千
百
円

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
国
民
年
金

担
当
・
℡
内
線
２
４
６
５

10月４日、的場たぬき山公園という名前に引かれ、

立ち寄りました。西側の一角に小高い山があり、頂上

にタヌキの像がありました。「じゃんけん、ぽん」と、

元気のいい声。子どもたちが鬼ごっこをしようとじゃ

んけんをしていました。近くに住んでいて、いつもこ

の公園で遊んでいるそうです。鬼が決まったとたん、

あっという間に坂道を駆け下りていきました。

シリーズ 263

［的
まと

場
ば

１丁目］

至
日
高
市

至川越市街


